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　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
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保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号
協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

合同会社 髙松企画設備設計
　設計協力事務所（電気・機械）

公社会館外壁改修工事

公社会館外壁改修工事

No Scale

E-01

E-02

建　築

表紙・図面リスト

特記仕様書(1)

A-07

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-15

A-14

A-13

特記仕様書(2)

特記仕様書(4)

特記仕様書(3)

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

外壁下地改修図(1)

外壁下地改修図(2)

外壁下地改修図(3)

外壁下地改修図(4)

外壁下地改修図(5)

外壁下地改修図(6)

図面リスト

電気設備 1階･2階 平面図

電気設備 3階･R階 平面図

付近見取図･工事概要･外部改修仕上表

3階･R階 平面図

配置図兼1階平面図,2階平面図

1･2･3階 天井伏図

改修前 矩計図

改修後 矩計図

改修前 屋外階段 断面詳細図

改修後 屋外階段 断面詳細図

立面図(改修前･改修後)

建具表

表紙･図面リスト A-01

電気設備･機械設備

E-03･M-01 電気設備･機械設備 立面図



特　　記　　事　　項項　　　目 特　　記　　事　　項項　　　目 特　　記　　事　　項項　　　目

項　　　目 特　　記　　事　　項

工事概要

１．工事名称

２．工事場所

３．工事種別

建築面積：

４．建物概要

２章　仮設工事（つづき）

　　その他

構内既存の施設　　・利用できる(　※有償　・無償　)　※利用できない・塗装改修　・環境配慮改修　・増築　・改築　・（　　　　　）

・内装改修　・外壁改修　・防水改修　・耐震改修　・屋根改修　・建具改修

※仮設便所　　・倉庫　　・作業所　　・（　　　　　　　）

※工事表示板（1400×1100）　※建設業の許可票　※労災保険関係成立票

　交通誘導員は、警備業者の警備員で交通の誘導に従事するものを配置することを

原則とする。これによりがたい事情が生じた場合は、監督員と協議を行うこと。

　なお、工事着手前に交通誘導員の配置計画について監督員と協議を行うと共に、

特　　記　　事　　項項　　　目

防水工事は専門工事業者による責任施工とし、元請業者、防水施工業者、メーカー

（３節　アスファルト防水）

２．アスファルト

　　防水

　　(3.3.2～5)

　　(表3.3.1～11)

　　(表3.1.1)

・P1B

・P2AI

・P2A

・M4C

・M3D　 ・P0D

・P0DI　・M3DI

・M4DI

・P1E　・P2E

防水

屋内

保
護
防
水

露
出
防
水

・押え金物　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・BI-1　※BI-2

・AI-3

・A-3

・DI-1　※DI-2

・B-1　 ※B-2

・AI-1　※AI-2

・C-1　 ※C-2

・C-3　 ・C-4

・D-1　 ※D-2

(保護層は図示)

※10年

※10年

※10年

※10年

※10年

※10年

※10年

※10年

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

３章　防水改修工事

・A-1　 ※A-2

・E-1　 ※E-2

の三社連名による保証書を提出すること。

防水改修工法の種類 新規防水層の種別 施工箇所 保証期間

工事完了時に、配置実績についての報告書（配置状況写真、勤務伝票写等を整理し

たもの）を提出すること。

・屋根保護防水断熱工法　断熱材　材質

　・押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡ(スキン層付き)

構内既存の施設　　・利用できる(　※有償　・無償　)　※利用できない

５．受注者事務所

６．工事用水

７．工事用電力

８．工事表示板等

９．交通誘導員

※施工体系図　※建退共標識　・建築基準法による確認済の表示　

（１節　共通事項）

・屋根露出防水断熱工法　断熱材　材質

　　厚さ　　※25　・30　・35　・40　・50

　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・硬質ウレタンフォーム断熱材2種(　・1号　・2号　)

　　厚さ　　※25　・30　・35　・40　・50

　　　　　成形伸縮目地材　　・付着層タイプ　　・アンカータイプ

　　　　　厚さ　　※80　　・100

・立上り部の保護　※乾式保護材(押出成型セメント板　厚さ15mm)

　　　　　　　　　・れんが(JIS R 5505)　　・コンクリート

・改修用ドレン　　※鋳鉄製　　・塩ビ製　　・図示

・脱気装置　　　　※防水製造所の指定(数量および設置位置共)　　・図示

・保護層　材料　　※無筋コンクリート(8章11節)　・軽量コンクリート

　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート仕上げの平たんさ(平場の保護コン)　・a種　・b種　・c種

１章　各章共通事項（つづき） １章　各章共通事項（つづき）

１．防水の保証書

・P1BI　

　　(表3.1.1)

（４節　改質アスファルトシート防水）

　　トシート防水

　　(表3.4.1～3)

・M4AS

・M3AS　・P0AS

・P0ASI

・M3ASI ・M4ASI

・AS-T3　・AS-T4

・AS-T1　・AS-T2

・ASI-T1

・ASI-J1

※10年

※10年

※10年

・　

・　

・　

露
出
防
水

３．改質アスファル 防水改修工法の種類 新規防水層の種別 施工箇所 保証期間

・AS-J2

・AS-J1　・AS-J3

　　(3.4.2～4)

・断熱材　材質　　・硬質ウレタンフォーム断熱材2種(　・1号　・2号　)

　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・脱気装置　　　　※防水製造所の指定(数量および設置位置共)　　・図示

・改修用ドレン　　※鋳鉄製　　・塩ビ製　　・図示

・押え金物　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・防湿用シートの設置(ASI-T1、ASI-J1の場合)   ・図示

・仕上塗料塗り　　※主材料の製造所の仕様による　・（　　　　　　　　　）

・仕上塗料塗り　　※主材料の製造所の仕様による　・（　　　　　　　　　）

５．関連工事

・外構工事　・（　　　　　）　・（　　　　　）　・（　　　　　）

・電気設備工事　・機械設備工事　・駐車場整備工事　・植栽工事

６．その他

建築工事仕様

１．共通仕様 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁

２）特記事項は・印のついたものを適用する。

２．特記仕様の適用

１．適用基準等

特　　記　　事　　項項　　　目

　なお、上記仕様書に記載されていない事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

１）項目は番号に　印のついたものを適用する。

　※有　　・無

４）形状寸法の単位は、特記なき限りミリメートルとする。

３．CADデータ

３）各項目に記載の(　.　.　)内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書の当該

　　項目、図、表を示す。

　　・印と※印のある場合は、共に適用する。

　貸与するCADデータを当該工事における施工図及び完成図を作成するため以外に

　　・印と※印のある場合は、・印を適用する。

　　・のない場合は、※印のついたものを適用する。

使用してはならない。(設計図書の図面が優先であり、相違のないことを確認し

CADデータを使用すること）これに基づく完成図のCADデータの著作権は本市に

帰属する。また貸与したCADデータは工事完成検査までに返却すること。

１章　各章共通事項

（１節　共通事項）

・壁式構造配筋指針・同解説(2013)

５）標準仕様書の「監督職員」は「監督員」と読み替える。

場合は「建築物解体工事共通仕様書(令和４年版)」による。

・建築工事標準詳細図(令和４年版)

（３節　工事現場管理）

　　(1.3.3)

・配置する  　・配置しない６．電気保安技術者

　　(1.3.5)

７．施工条件 標準仕様書1.3.5(1)以外の施工条件(                            )　　　

　　(1.3.12)

・引渡しを要するもの　　　　（　　　　　　　　　　　　　　      ）

・現場にて再利用を図るもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再資源化を図るもの  　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊　　・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊　　・木材

・特別管理産業廃棄物　　　　・有　　※無

８．発生材の処理等

（４節　材料）

　　(1.3.13)

承諾を受けて原状に準じて補修すること。　　処置

９．既存部分等への

　 品質及び性能を有するものとする。

(1)本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき

   同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　 する工法とする。

(4)本工事に使用する材料のうち、(5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から

　 場合はこの限りではない。

　 ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　 ②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

   ③安定的な供給が可能であること。

　 ④法令等で定める許可、認可、認定、又は免許を取得していること。

　 ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　 ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

(5)製造業者等に関する資料の提出を求める材料(「建築材料・設備材料等品質評価

   事業」において評価書が発行されている材料)

   床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、

   タル、鋳鉄製ふた

(2)備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、

(3)標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定

　 監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた

　 協会が発行する「建築材料・設備機材等品質評価事業」］の評価書の写し等）を

　 ⑥の事項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関［（一社）公共建築

   押出成形セメント板、成形伸縮目地材、乾式保護材、セラミックタイル、既調合

   モルタル、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、防水剤、アルミニウム製

   建具（コンクリート系下地及び鉄骨下地）、樹脂製建具（コンクリート系下地及

   び鉄骨下地）、鋼製建具、鋼製軽量建具、ステンレス製建具、錠前類、クローザ

   類、自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構、重量シャッター、軽量シャッター、

   オーバーヘッドドア、ガラス、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、可動間

   仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点

   検口、グレーチング、屋上緑化システム、トップライト、ポリマーセメントモル

　　(1.4.2)

10．材料の品質等

　　(1.5.1)

11．事前調査

石綿含有建材の調査報告書の貸与　　・有　　　・無

　　　　　　　　　　　　・実施しない

既存設計図書の貸与　　　　　　　　・有　　　・無

石綿分析調査の実施　　　・実施する(分析方法：　　　　　　　　　　　　　)　　

　工事施工に際し、既存部分を汚損又は損傷した場合は監督員に報告するとともに、

12．調査のための

　　破壊部分の補修

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　・図示　　・同材による補修

（６節　施工調査）

　　(1.6.3)

・適用する　　※適用しない13．技能士

適用工事種別 適用する技能検定の種類

・ブロック建築　　・エーエルシーパネル施工

・鉄筋工事

・コンクリート工事

・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)

・型枠施工　　・コンクリート圧送施工

・土工事 ・ウェルポイント施工

（７節　施工）

　　(1.7.2)

・ブロック、ALC工事

・防水工事 ・防水施工（　　　　　作業）

・石工事

・タイル工事

・木工事

・屋根及びとい工事

・タイル張り

・建築板金(内外装板金作業)　　・かわらぶき

・石材施工（　　　　　作業）

・金属工事

・左官工事

・建具工事

・塗装工事

・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

・左官

・カーテンウォール施工

・内装工事

・熱絶縁施工(吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業)

・サッシ施工　　・ガラス施工　　・自動ドア施工

・塗装(　　　　作業)

・内装仕上げ施工(　　　　　作業)　・表装(壁装作業)

・その他 ・とび　　・建築大工　・枠組壁建築

・建築大工

・内装仕上げ施工(鋼製下地工事作業)　・バルコニー施工

※備品等の種類、数量はリストを提出して承認を受ける

　・カッパ　・長靴　・ヘルメット　・軍手　・安全帯　・黒板

　・月工程表黒板　・机　・椅子　・書棚　・打合せ台　・（　　　　）

・設置する（　　㎡程度）　  ※設置しない

（４節　仮設物）

　　(2.4.1)

４．監督員事務所等

監督員事務所の設備、備品等

　　(2.2.1)

特　　記　　事　　項項　　　目

２章　仮設工事

　　(表2.2.1)

（２節　足場等）

１．足場等

（３節　養生）

２．既存部分の養生

　　(2.3.1)

固定家具等の移動　　・行う(図示)　　・行わない

既存ブラインド、カーテンの養生、保管場所は図示による

既存部分の養生　　　※ビニールシート等　　・図示

既存家具、既存設備等の養生　　※ビニールシート等　　・図示

仮設足場　・枠組足場(手すり先行)　・くさび緊結式足場(手すり先行)

　　　　　※図示

仮囲い　　※図示　　・（　　　　　　　　）

運搬方法　・表2.2.1による

３．仮設間仕切り

　　(2.3.2)

　　(表2.3.1)

・Ａ種

・Ｃ種

※Ｂ種

※無し

・片面

※無し

・片面

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

　(厚さ50mm)※せっこうボード(※9.5　・12.5)

※せっこうボード(※9.5　・12.5)

※防炎シート　・防音シート

・軽量鉄骨

・木下地

・軽量鉄骨

・木下地

※単管下地

※仮設扉 ※木製扉

・鋼製扉 ※片面フラッシュ程度

・合板張り程度 ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

　(厚さ25mm)

※無し

・片面

種別 下地 仕上材(厚さmm) 充填材 塗装仕上

・合板(※9　・12)　両面

・合板(※9　・12)　片面

　　取扱い する。

20．完成図等の 　完成図等の著作権に係わる、当該建築物に限る使用権は発注者に移譲するものと

19．保証書

連名の保証書の提出を基本とし、その様式について監督員と協議すること。

　特記に保証期間を明記した工事及び材料については、メーカー・施工者・受注者

※Ｅ版 ※1部※カラー※工事写真

※カラー

工事写真の黒板等には撮影日付を明示する。

電子データはRGB(ﾌﾙｶﾗｰ)、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出する。

備考部数規格分類区分

　(82×120)

※２Ｌ版

　(127×178)

※1部

・2部

※2部※Ｅ版※カラー・実態調査用

　(82×120)

着工前、工事中

竣工後

電子データ提出(1部)

　下記のものを監督員に提出する。18．工事写真

※完成写真

完成写真はアルバム等で作成し、提出する

15．完成時の提出

　　図書

    

　　資料

　　用紙サイズ　　※発注図に準じる

　　データ形式　　※CADデータ 　　※PDFデータ

※提出する( 1部 )

　(ｱ)建築物等の利用に関する説明書

　(ｲ)機器取扱い説明書

　(ｳ)機器性能試験成績書

　(ｴ)官公署届出書類

　(ｵ)主要な材料・仕上・機器一覧表等

　(ｶ)施工業者一覧表および連絡先

　(ｷ)各種保証書

　(ｸ)その他監督員が指示する書類

16．完成図等

17．保全に関する

※完成図　　※施工図（構造躯体）　・(　　　　　　　)　　【各１部】

（９節　完成図等）

　　(1.9.1)

　　(1.9.2)

　　(1.9.3)

・完成図等　　・完成写真　　・保全に関する資料

完成写真の撮影業者　　・監督員の承諾する専門業者または撮影者

特記なき限り、保証開始日は本検査日または手直し工事完了日の翌日からとする。

・測定する　　※測定しない

測定物質　　・ホルムアルデヒド　・トルエン　・キシレン

　　　　　　・エチルベンゼン　・スチレン　・パラジクロロベンゼン

測定方法　　※パッシブ測定　　・アクティブ測定

測定対象室　※図示　　・監督員の指示による

測定箇所　　（　　）室（　　）箇所

測定基準　　※室内空気中化学物質の測定マニュアル及び指針値(厚生労働省)

　　　　　　・学校環境衛生基準(文部科学省)

14．化学物質の濃度

　　測定 測定時期　　※施工完了時　　・その他（　　　　）

　　(1.7.9)

（５節　石綿含有建材の調査）

・建築構造設計基準(令和３年版)、建築構造設計基準の資料(令和３年版)

・鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(2021)

　請負金額500万円以上の工事は、監督員の確認を受けた後に、当該工事に関する

デ－タを(財)日本建設情報総合センタ－(JACIC)に次の区分(受注時、登録内容の変

２．工事実績情報

　　(1.1.4)

　　への登録 更時、工事完成時)で10日(土日祝日を除く)以内に登録し、「登録内容確認書」を

監督員に提出すること。

　なお、変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の「登録内容

確認書」の提出を省略できる。

　　ｼｽﾃﾑ(CORINS)

　　に係る事項

　　(1.1.9)

１）工事請負契約書約款第２０条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合

　　は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」と

　　中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入材料及び建設機

　　械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関す

　　ること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

　　その他の物件

　　(1.1.12)

　工事の施工に当たり、埋蔵文化財その他の物件を発見した場合は、直ちにその状

　なお、工事に関連した埋蔵文化財その他の物件の発見に係る権利は、発注者に帰

属する。

況を監督員に報告する。その後の措置については、監督員の指示に従う。

３．工事の一時中止

４．埋蔵文化財

　　(1.2.2)

（２節　工事関係図書）

(1)工事の着手に先立ち、総合施工計画書を監督員に提出する。

(2)施工計画書の作成に当たり、関連工事の関係者と調整のうえ、十分検討する。

(3)各工事の施工に先立ち、品質計画、施工の具体的な計画並びに一工程の施工の

 　確認内容及びその確認を行う段階を定めた工種別施工計画書を監督員に提出す

　 る。ただし、小規模な工種については、監督員との協議による。

(4)施工計画書のうち、品質計画に係る部分については、監督員の承諾を受ける。

５．施工計画書

　　いう。）を監督員に提出し、承諾を受けるものとする。なお、基本計画書には、

２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

　 また、品質計画に係る部分について変更が生じる場合は監督員の承諾を受ける。

構　　造：鉄筋コンクリート造

(ﾕﾆｯﾄ 大1,小1,手洗い)

・(緊急連絡体制表)・(大気汚染防止法に基づく石綿含有事前調査結果等の掲示)

特記事項 工事名

図面名称
建築改修工事特記仕様書(1)

縮尺

設計年月日

NO SCALE

図面番号

延べ面積：505.50 ㎡

事前調査の範囲　　　・図示　　　　・(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

※受注者事務所（ 10 ㎡程度）　　・作業員休憩所（    ㎡程度）

A-02

建築改修工事特記仕様書

営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和７年版)」による。

「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和７年版)」により、解体工事を含む

・営繕工事写真撮影要領（令和５年版）

・工事写真撮影ガイドブック［建築工事編及び解体工事編］（令和５年版）

協同組合 久留米建築設計協会

一般財団法人 久留米市開発公社 公社会館外壁改修工事

R07.11

公社会館外壁改修工事

主要用途：事務所

階　　数：３階建

久留米市中央町23-16

落下防止　※図示　・養生ｼｰﾄ(防炎Ⅱ類)　・ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ(防炎Ⅱ類)　・防音ｼｰﾄ

・配置する( 5 人以上)　　・配置しない

設計協力事務所(電気･機械)

設計事務所
〒839-0865
福岡県久留米市新合川2丁目4番7号
Kazu建築設計内
TEL･FAX 0942-43-6533

協同組合 久留米建築設計協会
一級建築士事務所

保坂 賢吾  一級建築士 第 243939 号
一級建築士事務所 福岡県知事登録 第1-60206 号



最大引張応力　1.0N/mm2以上

破断時の伸び　10%以上

項　　　目 特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項項　　　目 特　　記　　事　　項項　　　目 特　　記　　事　　項項　　　目

３章　防水改修工事（つづき）

　　ルーフィング

　　(表3.1.1)

　　シート防水

　　(3.5.2～4)

（５節　合成高分子系ルーフィングシート防水）

４．合成高分子系 １．施工数量調査 調査範囲　　※外壁改修範囲　　・図示

　　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、

　漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

　また欠損部の形状寸法等を調査する。

　　モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、

　　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落

　部を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　　なお、図面との整合性を確認し、相違がある場合は監督員と協議すること。

・既製調合モルタル

・パテ状エポキシ樹脂

　ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　ｃ．常温・常湿（温度5℃～35℃、湿度15％～85％）において製造所の指定する

　　　に適合していること。

　　　期間又は製造後6か月間保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目

・可とう性エポキシ樹脂

　　　スランプ　　3mm以下　　　加熱減量　　5％以下

　ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　ｃ．常温・常湿（温度5℃～35℃、湿度15％～85％）において製造所の指定する

　　　期間又は製造後6か月間保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目

　　　に適合していること。

　　　比重　　表示値±0.10　　押出し性　　60秒以下　　

・タイル部分張替え工法用材料

　貯蔵安定性　容積と粘度に著しい変化がないこと

　　　　　　　安定していること

　耐熱性　　　JIS A 5548に準じた試験において、80℃で4週間、9.8Nおもりで

　ａ．外観は、均質で、有害と認められる異物の混入がないこと。

　ｂ．タイル、石材、下地等を侵すものでないこと。

　ｃ．「化学物質の審査および製造等の規則に関する法律」に基づく特定化学物質

　　　及び「労働安全衛生法」に基づく、「有機溶剤中毒予防規則」に規定された

　　　第一種有機溶剤を使用しないこと。

　ｄ．常温・常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6か月保存しても

　　　上記の品質性能に適合していること。

　ｅ．ずれ抵抗性があること。

　ｆ．混練終結時の確認が容易なように色が明瞭であること。

・エポキシ樹脂モルタル

　ａ．こて塗りが容易で､かつ､硬化後の仕上がりが良好であること。

　ｂ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　　　有機溶剤を使用しないこと。

　ｃ．「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第１種

　ｄ．形状に異常が無く、だれが生じないこと。

　ｅ．常温・常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後６か月保存して

　　　も上記の品質性能に適合していること。

・ポリマーセメントモルタル

　　ポリマーセメントモルタル　　合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系

　　表面状態　　だれの下がり量は5mm以内とし、ひび割れが発生していないこと。

　　透水性　　　裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

　　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　　(つづき)

・ポリマーセメントスラリー

　　保水係数　　0.35～0.55

　　粘調係数　　0.50～1.00

・吸水調整材

　　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

７．欠損部改修工法

　　(4.1.4)

既存モルタル面の欠損部

・充填工法

・モルタル塗替え工法

　※行う(図示)　・行わない

※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

項　　　目 特　　記　　事　　項

４章－２　　外壁改修工事（コンクリート打放し仕上げ外壁）

　　工法

　　(4.1.4)

　樹脂注入工法

・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注入工法

・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注入工法

　注入材料

・Ｕカットシール材充填工法

※１成分形又は２成分形

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・シール工法

　　※行わない　　・行う(抜取り部の補修方法：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ詰め)

　・パテ状エポキシ樹脂　　・可とう性エポキシ樹脂

４．欠損部改修工法

　　(4.1.4) 　※エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

３．ひび割れ部改修

　検査（コア抜取り）

項　　　目 特　　記　　事　　項

５．既存モルタル

　　塗りの撤去

・行う（※全面　・図示）　　・行わない

６．ひび割れ部改修

　　工法

　　(4.1.4)

　樹脂注入工法

・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注入工法

・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注入工法 ・　

　注入材料

　　※行わない　　・行う(抜取り部の補修方法：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ詰め)

　検査（コア抜取り）

※１成分形又は２成分形

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 　※行わない　・行う

　・パテ状エポキシ樹脂　　・可とう性エポキシ樹脂

・Ｕカットシール材充填工法（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

・シール工法（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

４章－３　　外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁）

４章－３　　外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁）（つづき）４章－１　　外壁改修工事（共通事項） ４章－１　　外壁改修工事（共通事項）（つづき）

９．既存タイル張り

　　の撤去

施工範囲　　・行う（※全面　・図示）　　・行わない

撤去範囲　　※下地モルタルまで　　・張付けモルタルまで　　・タイルのみ

・樹脂注入工法

・樹脂注入工法（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

保証期間

性能

引張強さ

伸び

常温物性 低温性 加熱変化 引張接着性

保水率(％) 単位容積質量
接着強さ(N/mm2)

標準時 温冷繰り返し後 (%)

長さ変化率 曲げ強さ

(N/mm2)

硬化収縮率曲げ強さ圧縮強さ
接着強さ

（標準）（標準）

初期硬化性

接着強さ

皮膜特性

強度(N/mm2)

凝集破壊率(%)

引張強さ(N/mm2)

伸び(%)

標準 低温硬化 ｱﾙｶﾘ温水 冷熱水中繰返し 熱劣化

標準 高温 低温 ｱﾙｶﾘ温水 熱劣化

接着強さ 圧縮強さ 曲げ強さ 備考

曲げ強さ 圧縮強さ 接着強さ(N/mm2)

(N/mm2) (N/mm2) 標準時 湿潤時 低温時

6.0以上 20.0以上 1.0以上 0.8以上 0.5以下

10.0N/mm2以上20.0N/mm2以上1.0N/mm2以上

70.0以上 1.80程度 0.60以上 0.40以上 0.20以下 4.0以上

3.0(%)以下30.0N/mm2以上50.0N/mm2以上6.0N/mm2以上2.0N/mm2以上

1.0N/mm2以上

30.0%以上

1.0N/mm2以上

30.0%以上

1.0N/mm2以上

30.0%以上

0.60以上 0.40以上 0.40以上 0.40以上 0.40以上

50以上50以上50以上50以上75以上

1.00以上 1.00以上 1.00以上 1.00以上 1.00以上

20以上20以上30以上30以上30以上

広がり速度

(cm/s)

3以上

長さ変化率

(収縮)

3%以下

引張接着性

(材齢28日)

0.5N/mm2以上

曲げ性能

(材齢28日)

5.0N/mm2以上

吸水性

(72時間)

15%以下 5.0N/mm2以上

(劣化曲げ強度強さ)

耐久性

界面破断率(%)接着強さ(N/mm2)吸水性(g)全固形分(%)項目

品質・性能 表示値±1%以内 30分で1g以下 0.98以上 50%以下

0.2以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満

・　

※200～300

※50～100

※100～200

※150～250

・　

・　

・　 ・　

※40

※70

※130

注入口間隔(mm)ひび割れ幅(mm)注入工法の種類

充填材料 品質・規格等 備考

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

　※行わない　・行う

※200～300

※50～100

※100～200

※150～250

・　

・　

・　 ・　

※40

※70

※130

0.2以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満

注入工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

充填材料 品質・規格等 備考

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

塗厚25mmを超える場合の補強

改修工法の種類 材料 品質・規格等

※建築補修用及び建築補強用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024低粘度形又は中粘度形）

※建築補修用及び建築補強用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024低粘度形又は中粘度形）

注入量(mL/m)

注入量(mL/m)

　　(表3.5.1～3)

・P0S ・S4S ・S-F1 ・S-F2

・2.0

・1.2 ・1.5 ・非歩行 ・軽歩行

・S3S

・P0SI ・S4SI ・SI-F1 ・SI-F2

・SI-M1 ・SI-M2

・S-F1 ・S-F2

・2.0

・1.2 ・1.5 ・非歩行 ・軽歩行

・非歩行 ・軽歩行

・S3SI

・M4S ・1.2 ・1.5 ・非歩行 ・軽歩行

・M4SI

・P1S ・S-C1　 

・SI-M1 ・SI-M2

・1.0 ・非歩行 ・軽歩行

使用分類厚さ(mm)新規防水層の種別工法の種類

※10年

※10年

※10年・　

※10年

・　

・　

※10年

・絶縁用シート　　※発砲ポリエチレンシート　・防水製造所の仕様による

・脱気装置　　　　※防水製造所の指定(数量および設置位置共)　　・図示

・改修用ドレン　　※鋳鉄製　　・塩ビ製　　・図示

※建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法とし、計算書及びその他

　性能表を監督員に提出する

・防湿用フィルムの設置（SI-M1、SI-M2の場合）　・図示　・(　　　　　)

・断熱工法　　　　※防水製造所の仕様による　・（　　　　　　　　　）

・固定金具　材質　・鋼板　・ステンレス鋼板　・(　　　　　　　　　)

（７節　シーリング）

　　及び工程

　　(3.1.4)

　　(表3.1.2)

・拡張シーリング再充填工法　・ブリッジ工法

・シーリング充填工法　　　　・シーリング再充填工法

※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

　　試験

　　(3.7.2)

　　(表3.7.1)

　　(3.7.3)

　　(3.7.8)

・配管用鋼管

・硬質ポリ塩化ビニル管

・硬質塩化ビニル雨どい

掃除口　　　　・設ける　　※設けない

　　　　　　　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管製とい

　　　　　　　　　　　　　　※製造所の仕様による　・受金物毎に同材を上下

（８節　とい）

　　(3.8.2)

　　(表3.9.1)

６．改修工法の種類

７．材料

８．目地寸法

９．シーリング材の

11．材料

（６節　塗膜防水）

５．塗膜防水

　　(3.6.2～4)

　　(表3.1.1)

※10年

・　

・P0X

※10年

・　

※10年

・L4X

・P1Y　・P2Y ※Y-2 ※保護層

防水改修工法の種類 新規防水層の種別 施工箇所 仕上等 保証期間

・改修用ドレン　　※鋳鉄製　　・塩ビ製　　・図示

・脱気装置　　　　※防水製造所の指定(数量および設置位置共)　　・図示

（９節　アルミニウム製笠木）

製法

※押出し

・曲げ

表面処理

※B-1種

・B-2種

呼称肉厚

1.6mm

1.8mm

2.0mm

種類

・押出250形

・押出300形

・押出350形

・図示

・オープン形式

板材折曲げ形　板厚　※2.0　　・(　　　　　）

・シール形式

板材折曲げ形　板厚　※2.0　　・(　　　　　）

板材折曲げ形の取付方法　　※図示　　・（　　　　　　　）12．工法

・　

　　(3.9.2)

　　(3.9.3)

シーリング材の種類及び施工箇所

10．材料

　　(表3.8.1～4)

　　　　　　　　　　間隔　　※1,000以下

※製造所の仕様による

・図示

（１節　共通事項）

調査方法（調査報告書の提出部数　　※１部）

２．使用材料

※自動低圧式ｴﾎﾟｷｼ

・シーリング材

・シーリング材

　　　　　

　　(4.1.4)

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

　アンカーピン

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

　注入口付アンカーピン

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径外径6mm

※16

・

※13

・

※13

・

※9

・

※9

・

※9

・

※25

※20

・

・

※20

・

※16

・

※16

※16

・

・

・

※12

・

※12

※9

・

※9

・

※20

・

※20

・

※16

・

※16

・

・

・

８．浮き部改修工法 改修工法の種類

(ﾓﾙﾀﾙを撤去しない場合)

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/m2)

注入口の箇所数

(箇所/m2)
充填量

注入量指定部一般部指定部一般部

※25mL

※50mL

※25mL

※50mL

※25mL

※25mL

項　　　目 特　　記　　事　　項

４章－４　　外壁改修工事（タイル張り仕上げ外壁）

　　工法

　　(4.1.4)

10．ひび割れ部改修 改修箇所　　※既存タイル張り面　　・既存タイル撤去面

　樹脂注入工法

・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注入工法

・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注入工法 ・　

　注入材料

　　※行わない　　・行う(抜取り部の補修方法：ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ詰め)

　検査（コア抜取り）

※１成分形又は２成分形

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材 　※行わない　・行う

・Ｕカットシール材充填工法（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

　　(4.1.4)

・タイル部分張替え工法

※ポリマーセメントモルタル

・タイル部分張替え工法用接着剤

・タイル張替え工法

タイル張り工法

　ユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

　外装タイル　　　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

役物　　　　　※一体成型　　・接着成型

タイルの見本焼き　　※行う（　　　　　　　　　　）　　・行わない

タイルの試験張り　　※行う（　　　　　　　　　　）　　・行わない

　　　　　　　　　　大きさ、仕様等は監督員の指示による

磁

器

・

炻

器

陶

器

施

釉

無

釉

あ

り

な

し

標

準

特

注

害

性

抗

性

抵凍

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・・・・・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

タ
イ
ル
の
種
類

11．欠損部改修工法

・樹脂注入工法

※200～300

※50～100

※100～200

※150～250

・　

・　

・　 ・　

※40

※70

※130

注入工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

0.2以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

JIS A 5557

充填材料 品質・規格等 備考

品質・規格等接着材の種類

形状寸法施工箇所

生地 釉薬 役物 色

備考

注入量(mL/m)

※自動低圧式ｴﾎﾟｷｼ

・シーリング材

接着力試験　　※行う　　・行わない

※建築補修用及び建築補強用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024低粘度形又は中粘度形）

外部軒とい受金物　　材質　　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)

外部たてどい受金物　材質　　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)

　　　　　　　　　　間隔　　・1,200以下　　 　　　　・2,000以下

コーナー部、突当り部等の役物

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

　※図示

・S-M1 ・S-M2 

・2.0

・1.2 ・1.5

・2.0 

・S-M1 ・S-M2 

・SI-F1 ・SI-F2

　　(1.6.2)

　　(4.2.4)

　　(4.3.5)

　　(4.4.5)

２．使用材料

（２節　コンクリート打放し仕上げ外壁の改修）

　　(4.2.5～7)

　　(4.2.8)

・充填工法

（３節　モルタル塗り仕上げ外壁の改修）

　　(4.3.6～8)

　　(4.2.8)

(4.3.5)による

　　(4.3.11～16)

（４節　タイル張り仕上げ外壁の改修）

　　(4.4.6)

　　(4.4.7～8)

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置　　※表4.4.2による　　・図示

　　(表3.6.1～3)

・X-1 　・X-2

・X-1H　・X-2H

・X-1 　・X-2

・X-1H　・X-2H

下がり止め　　鋼管製とい　　※(3.8.3)(2)(ｱ)(d)による

・仕上塗料塗り　　※主材料の製造所の仕様による　・（　遮熱仕様　）

　　　　　　形状　※図示　・(防水製造所の仕様による)

　　　　　　厚さ　※0.4mm　 ・(防水製造所の仕様による)

図示

特記事項 工事名

図面名称

縮尺

設計年月日

NO SCALE

図面番号

協同組合 久留米建築設計協会

一般財団法人 久留米市開発公社 公社会館外壁改修工事

R07.11

施工箇所

竪樋

軒樋

※ｶﾗｰVP　・VP

※前高　・　

摘要

・防露巻き

径・大きさ

※図示　・W120　・　

材種

・ノンカットフィルム工法

図示 45二丁掛

A-03
建築改修工事特記仕様書(2)

設計協力事務所(電気･機械)

設計事務所
〒839-0865
福岡県久留米市新合川2丁目4番7号
Kazu建築設計内
TEL･FAX 0942-43-6533

協同組合 久留米建築設計協会
一級建築士事務所

保坂 賢吾  一級建築士 第 243939 号
一級建築士事務所 福岡県知事登録 第1-60206 号

・50φ ・75φ ・100φ　

※10　・12

※10　・12

深さ(mm)幅(mm)

※ 図示

※ 図示

種類

打継,誘発,建具廻り

化粧目地

施工箇所

※PS-2 ・MS-2

※PS-2 ・MS-2

※10　・12※ 図示※PS-2 ・MS-2庇目地･ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ廻り



耐風圧強度(Pa)

・弱溶剤系

・溶剤系

・メタリック

・つやなし

・ふっ素系

・アクリルシリコン系

・ポリウレタン系

・シリカ系

【複層仕上塗材の上塗材の種類】

【遮熱断熱塗装の機能項目】

　※遮熱断熱環境対応型塗料　　※塗料塗膜耐久性10年以上

・アクリル系 ・つやあり ・水系

樹脂 外観 溶媒

項　　　目 特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項項　　　目 特　　記　　事　　項項　　　目 特　　記　　事　　項項　　　目

12．浮き部改修工法

　　(4.1.4)

　　　　　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

　アンカーピン

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

　注入口付アンカーピン

　　材質　※ステンレスSUS304、呼び径外径6mm

※16

※13

・

※13

・

※9

・

※9

・

※9

・

※25

※20

・

・

※20

・

※16

・

※16

※16

・

・

・

※12

・

※12

※9

・

※9

・

※20

・

※20

・

※16

・

※16

・

・

・

13．目地改修工法

　　(4.1.4)

・目地ひび割れ改修工法

・伸縮調整目地改修工法

　　伸縮調整目地の位置及び寸法　　※図示　　・（　　　　　　　）

　　シーリング用材料　　※表3.7.1による　　・図示

特　　記　　事　　項項　　　目

１．改修工法

　　(5.1.3) ・アルミニウム製建具

・鋼製建具 ・外部

・内部

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

４章－４　　外壁改修工事（タイル張り仕上げ外壁）（つづき） ５章　　建具改修工事 ５章　　建具改修工事（つづき） ５章　　建具改修工事（つづき）

改修工法の種類

(タイルを撤去しない場合)

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

(本/m2)

注入口の箇所数

(箇所/m2)
充填量

注入量指定部一般部指定部一般部

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 備考

※25mL

※25mL

※50mL

※25mL

※50mL

※25mL

14．既存塗膜等の除

・サンダー工法

※高圧水洗工法

※既存仕上面全体　・図示　

※既存仕上面全体　・図示　

・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

　加圧力　※10～15MPa程度

　　　　　・30～50MPa程度

・欠損部改修工法

塗膜はく離剤の試験施工　　※行う　　・行わない

15．下地調整

16．工法

・凹凸状

・凹凸状

・砂壁状　・ゆず肌状

・さざ波状　・平たん状

・砂壁状　・ゆず肌状

・さざ波状　・平たん状

・ゆず肌状　・さざ波状

・ローラー

・ローラー

・ローラー

・Si

・E

・S

・Si

・E

・E

・外装薄塗材

・可とう形外装薄塗材

・防水形外装薄塗材

・吹付け

・吹付け

・吹付け

・C ・吹放し　・凸部処理

・平たん状　・凹凸状

・ひき起こし　・かき落とし

・Si

・E

・外装厚塗材

・ローラー

・吹付け

・Si

・E

・CE

・RE

・ゆず肌状 ・ローラー

・可とう形複層塗材 ・CE

・ゆず肌状 ・ローラー

・防水型複層塗材

・複層塗材

・CE

・E

・RE

・ゆず肌状 ・ローラー　（・透湿型）

・吹付け

・吹付け

・吹付け

工法 処理範囲 下地面の補修

薄付け

仕上塗材

厚付け

仕上塗材

複層

仕上塗材

呼び名 種別 仕上げの形状 工法

　　及び下地調整

既存塗膜劣化部の除去、下地処理及び下地調整の工法

・凹凸状　・着色骨材砂壁状 ・こて

・こて

・こて

・凸部処理　・凹凸状

・凸部処理　・凹凸状

・凸部処理　・凹凸状

・遮熱断熱塗装

・ゆず肌状 ・ローラー　（・透湿型）

・吹付け

・可とう形改修塗材 ・E

・RE

・CE

・平たん状　・さざ波状

・ゆず肌状

・吹付け

・ローラー

可とう形

改修用

仕上塗材

・凸部処理　・凹凸状

　　去、下地処理

・水洗い工法 ※上記処理範囲以外の既存

　仕上面全体

・塗膜はく離剤工法 ※既存仕上面全体　

下地調整塗材　　・C-1　　※C-2　　・CM-2　　・図示

（１節　共通事項）

・新規に建具の設置する場合

　　開口の開け方　　・図示　　・(　　　　　　　　　　)

　　補修方法　　・図示　　・(　　　　　　　　　　)

　　補修範囲　　・図示　　・(　　　　　　　　　　)

　　(表4.5.4～7)

　　施工方法は4.4.16による。

　　(4.4.16)

　　(表4.5.1～2)

　　(4.4.9～15)

　　(5.1.5)

建具見本の製作　　※製作しない　　・製作する(寸法　※実物大)

特殊な建具の仮組　※実施しない　　・実施する(建具符号：　　　　　)

３．見本の製作等

　　(5.2.2)

　　(表5.2.1)

（２節　アルミニウム製建具）

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種 ※70　・　

※70　・　

※図示

※図示

※図示

S-4(2000Pa)

S-5(2400Pa)

S-6(2800Pa)

A-3

A-3

A-4

W-4(350Pa)

W-4(350Pa)

W-5(500Pa)

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込寸法(mm) 施工箇所

外部に面する建具の性能等級

・防音ドア　　・防音サッシ

・

　　遮音性能　　　　・T-1　・T-2　・T-3　・T-4

　　断熱性能　　　　・H-1(4.65W/(㎡・K)以下)　・H-2(4.07W/(㎡・K)以下)

　　　　　　　　　　・H-3(3.49W/(㎡・K)以下)　・H-4(2.91W/(㎡・K)以下)

　　　　　　　　　　・H-5(2.33W/(㎡・K)以下)　・H-6(1.90W/(㎡・K)以下)

・断熱ドア　　・断熱サッシ

５．性能及び構造

　　(5.2.3)

防虫網　　材質　　※合成樹脂製　　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　　・ｽﾃﾝﾚｽ製

　　　　　形式　　※外部可動式　　・内部内開き　　・プリーツ

　　　　　線径　　※0.25mm　　・(　　　　　　　　　　)

　　　　　網目　　※16～18メッシュ　　・(　　　　　　　　　　)

６．材料

　　(5.2.4)

表面処理　　外部　　※BB-1種(無着色)　　・BB-2種(※標準色　・特注色)

　　　　　　内部　　※AC-1種(無着色)　　・AC-2種(※標準色　・特注色)

７．形状及び仕上げ

結露水の処理方法　　　　・図示　　・(　　　　　　　　　　)

ぜん板　　　・鋼板t1.6mmSOP　　・図示

水切り板　　※サッシと同材 　　・図示

　　(5.2.5)

８．工法

（３節　樹脂製建具）

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

　　(5.3.2)

※図示

※図示

※図示

※図示　・　

※図示　・　

※図示　・　

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込寸法(mm) 施工箇所

S-4(2000Pa)

S-5(2400Pa)

S-6(2800Pa)

A-4

A-4

A-4

W-4(350Pa)

W-5(500Pa)

W-5(500Pa)

外部に面する建具の性能等級９．性能及び構造

　　(表5.3.1～2)

・防音ドアセット　　・防音サッシ

　　遮音性能　　　　　・T-1　 ・T-2

ガラス　　　※複層ガラス 　・単層ガラス　　・三重ガラス　　・図示

水切り板　　※サッシと同材 　　・図示

　　(5.3.3)

　　(5.3.5)

表面色　　　※標準色　　・特注色(・ブラック　・ブラウン　・シルバー)

10．材料

　　(5.3.4)

11．形状及び仕上げ

12．工法

　　(5.4.2)

　　(表5.4.1)

13．性能及び構造

　(注)片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高　　(5.4.4)

　　(表5.4.2)

鋼板類の厚さ　　※表5.4.2による　　・図示

　　　さが2,400mmを超える場合は表5.4.2は適用しない。

15．形状及び仕上げ

（５節　鋼製軽量建具）

　　(5.5.2)

17．性能及び構造

　　(5.5.3) 召合せ、縦小口包み板　　※鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

鋼板類の種類　　・鋼板　　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　　・ｶﾗｰ鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板18．材料

　(注)片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高　　(5.5.4)

　　(表5.5.1)

鋼板類の厚さ　　※(表5.5.1)による　　・図示

　　　さが2,400mmを超える場合は(表5.5.1)は適用しない。

19．形状及び仕上げ

（６節　ステンレス製建具）

表面仕上げ　　　　※HL仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・焼付塗装

曲げ加工　　　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ

　　(5.6.3)

　　(5.6.4)

　　(5.6.5)

ステンレス鋼板　　※SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1　　21．材料

22．形状及び仕上げ

23．工法

　　寸法

（８節　建具用金物）

27．材質、形状及び

グランドマスターキー　　・製作する(※3本1組　・　　　)　　※製作しない

マスターキー　　　　　　※製作する(※3本1組　・　　　)　　・製作しない

鍵箱　　　※必要(必要に応じ設備関係等の鍵類も収納する)　　・不要

29．鍵

　　(5.8.2)

　　(表5.8.1～5)

　　(5.8.4)

・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ

・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ

・防煙ｼｬｯﾀｰ

※上部電動式(手動併用)

・上部手動式

※上部電動式(手動併用)

※上部電動式(手動併用)

※上部電動式(手動併用)

・上部手動式

・上部手動式

・上部手動式

　(・ｼｬｯﾀｰｹｰｽ付き)

　(※ｼｬｯﾀｰｹｰｽ付き)

　(※ｼｬｯﾀｰｹｰｽ付き)

　(※ｼｬｯﾀｰｹｰｽ付き)

種類

・管理用ｼｬｯﾀｰ

開閉方式

（１０節　自閉式上吊り引戸装置）

　※(表5.10.1)による　　・図示　　・（　　　　　）31．性能等

　　(5.10.3)

　　(表5.10.1)

（１１節　重量シャッター）

　　(5.11.2)

　　(表5.11.1)

32．形式及び機構

・500　・800

・1200

・500　・800

・1200

危険防止機構　　　※障害物感知装置、かつ可動座板式　　・（　　　　　）

シャッターケースの設置　　・設置する　　・設置しない

安全装置の設置箇所　　※図示

鋼板の種類　　　※図示　　・（　　　　　）

めっき付着量　　※Z12又はF12　　・図示　　・（　　　　　）　　(5.11.3)

33．材料

施工箇所

開閉方式　　　　※手動式　　・上部電動式(手動併用)

（１２節　軽量シャッター）

　　(5.12.2)

　　(表5.12.1)

耐風圧強度(Pa)　　　・500　　・650　　・800

安全装置の設置箇所　　※図示

スラットの材質

　※JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

　・JIS G 3322(塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)

スラットの形状

　※インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

　　：めっき付着量　※Z06又はF06　　・図示　　・（　　　　　）

　　：めっき付着量　※AZ90　　・図示　　・（　　　　　）

　　(5.12.3)

セクション材料　　※スチールタイプ　　・アルミニウムタイプ

　　　　　　　　　・ファイバーグラスタイプ

開閉方式　　　　　※バランス式　　・チェーン式　　・電動式

収納形式　　　　　※スタンダード形　　・ローヘッド形　　・ハイリフト形

　　　　　　　　　・バーチカル形

（１３節　オーバーヘッドドア）

風圧力区分　　　　・50　　・75　　・100　　・125

障害物感知装置　　・図示

　　　　　　　　　・ステンレス鋼板(SUS304)

ガイドレール　　　※溶融亜鉛めっき鋼板(めっき付着量 Z27)

・シーリング材　※ガスケット(FIX部はシーリング)

※シーリング材　・ガスケット

※シーリング材　・ガスケット

ガラス留め材(防火戸は建築基準法に基づく認定品)

建具の種類

アルミニウム製

ステンレス製

※板ガラスの種類、品種、厚さ等は図示による。

鋼製、鋼製軽量

留め材

（１４節　ガラス）

　　積み ※アルミニウム

・ステンレス

※SR-1

表面形状、色調 製品寸法 枠材質 化粧目地色 シーリング材

※建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法とし、計算書及び

　その他性能表を監督員に提出すること

34．形式及び機構

35．材料

36．形状及び仕上げ

37．形式及び機構

38．材料

39．材料

40．ガラスブロック

　　(5.12.4)

　　(表5.12.2)

　　(5.13.2)

　　(5.13.3)

　　(5.14.2)

　　(5.14.5)

４章－５　　外壁改修工事（仕上塗材外壁）

　　(4.5.4)

　　(4.5.5)

　　(4.5.6)

ぜん板　　　※図示　　

（５節　仕上塗材仕上げ外壁等の改修）

※建具表による

防犯建物部品　　・建具表による　　・適用しない４．その他

２．防火戸（5.1.4）

　　(5.1.7)

・断熱ドアセット　  ・断熱サッシ

　　断熱性能　　　　　・H-4(2.91W/(㎡・K)以下)　・H-5(2.33W/(㎡・K)以下)

　　　　　　　　　　　・H-6(1.90W/(㎡・K)以下)　・H-7(1.50W/(㎡・K)以下)

　　　　　　　　　　　・H-8(1.10W/(㎡・K)以下)

（４節　鋼製建具）

　　遮音性能　　　　・T-1　・T-2　・T-3　・T-4

・耐震ドア（面内変形追随性の等級：　　　）

・防音ドアセット　・防音サッシ

・断熱ドアセット　・断熱サッシ

　　断熱性能　　　　・H-1(4.65W/(㎡・K)以下)　・H-2(4.07W/(㎡・K)以下)

　　　　　　　　　　・H-3(3.49W/(㎡・K)以下)　・H-4(2.91W/(㎡・K)以下)

　　　　　　　　　　・H-5(2.33W/(㎡・K)以下)　・H-6(1.90W/(㎡・K)以下)

外部に面する建物の日射熱取得性の等級

・N-1  ・N-2  ・N-3

点検口の類のくつずりの材料　　・（　　　）14．材料（5.4.3）

形式及び寸法　　・建具表による16．標準型鋼製建具

　　(5.4.6)

簡易気密ドアセット　　・適用する　　・適用しない

・耐震ドア（面内変形追随性の等級：　　　）

・防音ドアセット　・防音サッシ

　　遮音性能　　　　・T-1　・T-2　・T-3　・T-4

・断熱ドアセット　・断熱サッシ

　　断熱性能　　　　・H-1(4.65W/(㎡・K)以下)　・H-2(4.07W/(㎡・K)以下)

　　　　　　　　　　・H-3(3.49W/(㎡・K)以下)　・H-4(2.91W/(㎡・K)以下)

　　　　　　　　　　・H-5(2.33W/(㎡・K)以下)　・H-6(1.90W/(㎡・K)以下)

形式及び寸法　　・建具表による20．標準型鋼製建具

（７節　木製建具）

表面材の合板、接着剤のホルムアルデヒド放散量等は、Ｆ☆☆☆☆とする

建具材の含水率　　※Ａ種　　・Ｂ種

かまち戸の材料　　かまち(※図示　・　　）　鏡板(※図示　・　　）

枠及びくつずりの材料　　※図示

ふすま上張りの種類　　・鳥の子　　・新潟の子又はビニル紙程度

ﾌﾗｯｼｭ戸　　・普通合板　　・普通合板天然木化粧合板　　・特殊加工化粧合板

　　　　　　　　 接着剤による区分（　　）表裏面の状態による区分（　　）)

　　　　　 ・MDF(難燃性による区分（　　）曲げ強さによる区分（　　）

かまち戸の見込み寸法　　　※36mm　　　・図示

ふすまの見込み寸法　　　　※19.5mm　　・図示

戸ぶすまの見込み寸法　　　※30mm　　　・図示

紙張り障子の見込み寸法　　※30mm　　　・図示

ふすまの工法　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型

引戸の定規縁　　・召し合わせかまちをいんろう付きとする

ふすま縁の仕上げ　　・塗り縁　　・生地縁（素地）　　・生地縁（ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ塗装）

24．材料

25．形状及び仕上げ

26．工法

　　(5.7.2)

　　(5.7.3)

　　(表5.7.5～6)

　　(表5.7.1～4)

　　(5.7.4)

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　　※図示28．取付け施工

※金物の種類及び見え掛り部の材質は表5.8.1により、適用は図示による

※金属製建具用の丁番は表5.8.2により、適用は図示による

※樹脂製建具用の丁番は表5.8.3により、適用は図示による

※木製建具用の丁番は表5.8.4により、適用は図示による

※木製建具用の戸車及びレールは表5.8.5により、適用は図示による

　　(5.8.3)

30．性能、機構

　　(5.9.2)

　・表5.9.2車椅子使用者用便房出入口に設置される引き戸用駆動装置の性能

　　(表5.9.1～4)

戸の開閉方式　　※図示

自動ドア開閉装置の性能値

（９節　自動ドア開閉装置）

センサーの種類

　・光線(反射)　　・熱線　　・音波　　・光電　　・電波　　・押しボタン

　・車椅子使用者便房ｽｲｯﾁ（　・大型(開・閉)）押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　・非接触ｽｲｯﾁ）

　・タッチ（・無線式　・光電式）　　・押しボタン　　・ペダル

凍結防止装置　　・適用する　　・適用しない

30．性能、機構

　　(つづき)

壁用金属枠及び補強材　　・設ける（図示）　　・設けない

化粧目地モルタルの色（　　　）

シーリング材の種類（　　　）

金属製化粧カバーの材質　　・ステンレス製　　・アルミニウム製

金属製化粧カバーの形状、寸法　　・図示

外部に面する鋼製建具の耐風圧性能（表5.2.1）　　・S-4　　・S-5　　・S-6

簡易気密ドアセット　　・適用する（表5.4.1）　　・適用しない

　　(5.5.6)

フラッシュ戸の表面板の厚さ　　※表5.7.6による　　・図示

　　(表5.7.8～11)

　・表5.9.1引き戸用駆動装置の性能による（・防錆          ）

　　による（・防錆          ）

　・表5.9.3引き戸用検出装置の性能による（・防錆          ）

・塗膜浮き補修

特記事項

既設木製建具撤去後新設

工事名

図面名称

縮尺

設計年月日

NO SCALE

図面番号

協同組合 久留米建築設計協会

一般財団法人 久留米市開発公社
公社会館外壁改修工事

R07.11 A-04
建築改修工事特記仕様書(3)

・ 4

　※環境配慮型サスティナブル高耐久性外壁用塗料仕上

設計協力事務所(電気･機械)

設計事務所
〒839-0865
福岡県久留米市新合川2丁目4番7号
Kazu建築設計内
TEL･FAX 0942-43-6533

協同組合 久留米建築設計協会
一級建築士事務所

保坂 賢吾  一級建築士 第 243939 号
一級建築士事務所 福岡県知事登録 第1-60206 号



特　　記　　事　　項項　　　目

９章　　環境配慮改修工事（つづき）

既存外壁の仕上材の撤去　　　・行う　　・行わない

下地面の清掃及び下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様　　(9.2.3)

　　(9.2.4) 下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様

断熱材の施工　　　　　・有（　　　mm）　　・無

外装材の施工　　　　　・有（　　　mm）　　・無

通気層　　　　　　　　・有（　　　mm）　　・無

工法　　　　※建築基準法に基づく風圧力に対応した工法　　　・（　　　　）

外装材の外壁への取付　・有　　　　　　　　・無

種類 厚さ(mm)

　　工法 ※ポリスチレンフォーム断熱材 ・Ａ種ビーズ法　・Ａ種押出法2種b ※25

・硬質ウレタンフォーム断熱材 ・Ａ種　　・　 ・　

・フェノールフォーム断熱材 ・Ａ種　　・　 ・　

・ポリスチレンフォーム保温材 ・Ａ種ビーズ法　・Ａ種押出法2種b ※25

・硬質ウレタンフォーム保温材 ・Ａ種　　・　 ・　

・フェノールフォーム保温材 ・Ａ種　　・　 ・　

種類 厚さ(mm)

　　工法 ・吹付け硬質ウレタンフォーム ※20

　保温材 ・　

種類 厚さ(mm)

　　工法 ※ポリスチレンフォーム断熱材 ・Ａ種ビーズ法　・Ａ種押出法2種b ※25

・硬質ウレタンフォーム断熱材 ・Ａ種　　・　 ・　

・フェノールフォーム断熱材 ・Ａ種　　・　 ・　

・ポリスチレンフォーム保温材 ・Ａ種ビーズ法　・Ａ種押出法2種b ※25

・硬質ウレタンフォーム保温材 ・Ａ種　　・　 ・　

・フェノールフォーム保温材 ・Ａ種　　・　 ・　

・Ａ種１　・Ａ種１Ｈ　

　　(9.3.2)

　　(9.3.3)

　　(9.3.4)

（３節　断熱・防露改修工事）

断熱材裏打ちパネル　・有（　　　mm）　　　　・無

（４節　屋上緑化改修工事）

芝及び地被類の種類　　※図示　　・（　　　　　　　）

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材　　※図示　　・（　　　　　　　）

（５節　透水性アスファルト舗装改修工事）

　　(9.5.3)

　　(表9.5.1～2)

既存舗装の撤去　　　　　・有（　　　mm）　　・無

既存舗装の再利用　　　　・有（　　　mm）　　・無

・凍上抑制層　　　厚さ(mm)　　※150　　・（　　　）

・フィルター層　　厚さ(mm)　　車道部　　※150　　・（　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　歩道部　　※50 　　・（　　　）

路床安定処理　　　※行う（添加材料：　　　　　　）　　・行わない

盛土の種別　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　【Ｃ種の場合】　　建設発生土受入量　　（　　　　）m3

　　　　　　　　　　発生場所（　　　　　　　　　　　　　）

建設発生土処理　　※構外搬出適切処理　・構内指定場所に敷きならし

　　建設発生土の処分については、工事間流用するもの以外は全て改良土プラント

　指定処分とすること。建設発生土処理処分地は、久留米市内に改良土プラント施

　設がある福岡県の承認施設より選定すること。

路床の締固め度の試験　　　　　 ※行う　　   ・行わない

路床土の支持力比(CBR)試験 　　 ※行う　　   ・行わない

路床の締固め度の試験　　　　　 ※行う　　   ・行わない

砂の粒度試験　　　　　　　　　 ・行う　　   ・行わない

路床安定処理用添加剤　　

　　　　・フライアッシュセメントＢ種　・生石灰特号　・生石灰1号

　　　　・消石灰特号　・消石灰１号

種類　　・普通ポルトランドセメント　・高炉セメントＢ種　

８．既存外壁の処置

９．工法

10．断熱材打込み

11．断熱材現場発泡

12．断熱材後張り

13．材料

14．路床

17．試験

平たん性　　　　※著しい不陸がないこと　　・（　　　　）

開粒度アスファルト混合物の抽出試験　　・行う　　・行わない

　　仕上り

構成及び厚さ　　※図示

厚さ　　※図示　　・（　　　　　）

　　　　・粒度調整砕石　・クラッシャラン鉄鋼スラグ　・粒度調整鉄鋼スラグ

材料　　※再生クラッシャラン　・再生粒度調整砕石　・クラッシャラン

　　　　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

15．路盤

　　(9.4.2)

　　(9.5.4)

　　(表9.5.3)

16．舗装の構成及び

　　(9.5.5)

　　(9.5.9)

７．材料

　　(つづき)

断熱材の種類

種類 厚さ(mm)

※ポリスチレンフォーム断熱材 ・Ａ種ビーズ法　・Ａ種押出法2種b ※25

・硬質ウレタンフォーム断熱材 ※Ａ種　　・　 ・　

・フェノールフォーム断熱材 ※Ａ種　　・　 ・　

・ポリスチレンフォーム保温材 ・Ａ種ビーズ法　・Ａ種押出法2種b ※25

・硬質ウレタンフォーム保温材 ※Ａ種　　・　 ・　

・フェノールフォーム保温材 ※Ａ種　　・　 ・　

※Ａ種１　・　 ※20・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

工事名

図面名称

縮尺

設計年月日

NO SCALE

図面番号

協同組合 久留米建築設計協会

一般財団法人 久留米市開発公社
公社会館外壁改修工事

R07.11

設計協力事務所(電気･機械)

設計事務所
〒839-0865
福岡県久留米市新合川2丁目4番7号
Kazu建築設計内
TEL･FAX 0942-43-6533

協同組合 久留米建築設計協会
一級建築士事務所

保坂 賢吾  一級建築士 第 243939 号
一級建築士事務所 福岡県知事登録 第1-60206 号

項　　　目 特　　記　　事　　項

９章　　環境配慮改修工事

石綿含有保温材の除去工事

　・行う（適用範囲　　※図示　　・　　　　　　　　　　）

　　(9.1.4) 　・行わない

　　等の除去

　※粉じん飛散抑制剤などにより湿潤化したあとに、手ばらしによること。

　※除去物については<9.1.3(2)>により、密封処理とする。

原形のまま手ばらしによる除去方法

　※行わない

切断または破砕による除去方法

　・行う（9.1.3「石綿含有吹き付け材の除去」による）

養生等

　※養生シート等を用いて隔離養生(負圧養生)し、場外への飛散防止を行う。

　・行う（適用範囲　　※図示　　・　　　　　　　　　　）

　　(9.1.5) 　・行わない

　※作業場は、養生シート等を用いて区画する。

　※作業場は、散水等により湿潤化し、手ばらしによること。

　　こと。

　　等の除去

石綿含有成形板等の除去工事

外部への飛散防止

　※けい酸カルシウム板第一種は養生シート等を用いて隔離養生を行う

　・行う（適用範囲　　※図示　　・　　　　　　　　　　）

　・行わない

　　塗材の除去

　　(9.1.6)

石綿含有仕上塗材の除去工事

除去方法

除去工法

　・水洗い工法　　・手工具ケレン工法　　・集塵装置併用手工具ケレン工法

　・高圧水洗工法　　・剥離剤を用いる工法

　・電気グラインダー等の電動工具を使用する工法　　・（　　　　）

　・9.1.5(3)(ｴ)(a)による埋立処分

　・9.1.3(3)(ｴ)(b)による中間処理

　　処分

　・9.1.5(3)(ｴ)(b)②による中間処理

　・9.1.5(3)(ｴ)(b)①による埋立処分

　・9.1.3(3)(ｴ)(a)による埋立処分

石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

石綿含有せっこうボード

石綿含有吹付け材及び石綿含有保温材等

　※やむを得ず破壊しなければならない場合には、十分に湿潤化した状態で行う

３．石綿含有保温材

４．石綿含有成形板

５．石綿含有仕上

６．石綿含有建材の

（１節　石綿含有建材の除去工事）

１．一般事項

　　(9.1.1)

測定時期 測定名称 測定場所 測定点

除去作業前 測定１ 除去作業室内 ●各室共

50㎡以下 2点

50㎡～300㎡以下 3点

測定２ 調査対象室外部の付近 計2点　大気

除去作業中 測定３ 除去作業室内 ●に同じ

測定４ セキュリティーゾーン入口 1点

測定５ 集塵・排気装置の排出口 1点

（処理作業室外の場合）

測定６ 施工区画周辺又は敷地境界 4方向各1点

除去作業後 測定７ 除去作業室内 ●に同じ

(シート養生中) 測定８ 施工区画周辺又は敷地境界 4方向各1点

石綿含有吹付け材の除去工事

　・行う（適用範囲　　※図示　　・　　　　　　　　　　）

　　(9.1.3) 　・行わない

　　材の除去

　※粉塵飛散抑制剤等に湿潤化した後に除去すること。

除去方法

２．石綿含有吹付け

　・図示

粉塵飛散防止

　※湿潤化　　・固形化　　・（　　　　）

　　(9.1.3～6)

７．材料

　　(9.2.2)

厚さ(mm)種類 防火性能

外装材の種類

（２節　外断熱改修工事）

石綿粉じん濃度測定　　　　　　※行う　　・行わない

項　　　目 特　　記　　事　　項

７章　　塗装改修工事

１．材料 塗料のホルムアルデヒド放散量は、特記なき限りＦ☆☆☆☆とする。

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上は防火材料

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料（箇所：　　　　　　　　）

　　(7.1.3)

（２節　下地調整）

２．下地調整

　　(7.2.2～7)

　　(表7.2.1～7) 木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

ﾓﾙﾀﾙ面及びﾌﾟﾗｽﾀｰ面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及びALCパネル面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

※ＲＡ種

※ＲＡ種

※ＲＡ種

※ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＣ種

・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＣ種

下地面の種類
種別

塗替え 新規

（３節　錆止め塗料塗り）

３．塗料種別

・JIS K 5674

※Ｂ種

※JIS K 5674

※JASS 18 M-111

鉄鋼面錆止め塗料

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料

・Ｂ種

・Ｃ種

※Ａ種

※Ａ種

　　(7.3.2)

　　(表7.3.1～2) 鉛･ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めﾍﾟｲﾝﾄ

水系さび止めﾍﾟｲﾝﾄ

鉛･ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止めﾍﾟｲﾝﾄ

変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰ

水系さび止めﾍﾟｲﾝﾄJASS 18 M-111

JASS 18 M-109

屋外、屋内

屋外、屋内

屋内、EP-G塗り

屋外、屋内

屋内、EP-G塗り

屋内、EP-G塗り

種別 規格番号 規格名称 種類

１種

－

２種

施工箇所

施工箇所種類

１種

－

２種

規格名称規格番号種別

JPMS 28 一液形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂さび止めﾍﾟｲﾝﾄ

（１節　共通事項）

４．錆止め塗料塗り

　　(7.3.3)

　　(表7.3.3～4)

鉄鋼面錆止め塗料塗り

　新規見え掛り部分　　※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　新規見え隠れ部分　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

　塗替え　　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

亜鉛めっき鋼面錆止め塗料塗り

　塗替え　　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

　新規鋼製建具等　　　※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

（４節　合成樹脂調合ペイント塗り(ＳＯＰ)）

５．塗料の種類

　　(7.4.2)

※１種(建築用)　　・２種(大型鋼構造物用)

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

６．合成樹脂調合

　　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　　(7.4.3～5)

　　(表7.4.1～3)

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

（５節　クリヤラッカー塗り(ＣＬ)）

・Ａ種　　※Ｂ種

　　(7.5.2)

　　(表7.5.1)

（６節　フタル酸樹脂エナメル塗り(ＦＥ)）

　　塗り

　　(表7.6.1～2)

（７節　アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(ＮＡＤ)）

・Ａ種　　※Ｂ種

　　分散形塗料塗り

　　(7.7.2)

　　(表7.7.1)

※表7.6.1～2による

７．ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り

８．ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ

９．ｱｸﾘﾙ樹脂系非水

種別 種別

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

新規（外部）

新規（内部）

塗替え

塗替え

新規

鋼製建具塗替え

その他塗替え及び新規

・Ａ種　・Ｂ種

　　(7.6.2～3)

特　　記　　事　　項項　　　目

７章　　塗装改修工事（つづき）

　　(表7.9.1～4)

　　(7.9.2～5)

　　ペイント塗り

　　エマルション ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　　(7.10.2)

　　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　　(表7.10.1)

（１０節　合成樹脂エマルションペイント塗り(ＥＰ)）

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

11．つや有合成樹脂

12．合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

木部(屋内)

鉄鋼面(屋内)

亜鉛めっき鋼面(屋内)

塗替え

新規

塗替え

新規

塗替え

新規

塗替え

新規

部位 種別

塗替え

新規

内容 種別 備考

　　模様塗料塗り

（１１節　合成樹脂エマルション模様塗料塗り(ＥＰ－Ｔ)）

　　(7.11.2)

　　(表7.11.1)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

　　(7.12.2)

　　(表7.12.1)

（１２節　ウレタン樹脂ワニス塗り(ＵＣ)）

13．合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ

14．ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

内容 種別 備考

塗替え

新規

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

　　(7.13.2)

　　(表7.13.1)

（１３節　オイルステイン塗り(ＯＳ)）

※表7.13.1による15．ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

塗り回数　　※２回　　・３回

表面仕上　　※クリア　　・半つや　　・つやなし

着色　　　　※あり　　・なし

　　塗り(WUC)

（その他塗料塗り）

17．水性ｳﾚﾀﾝ塗料

　　塗り

・Ａ種　　※Ｂ種

　　(7.14.2)

　　(表7.14.1)

（１４節　木材保護塗料塗り(ＷＰ)）

16．木材保護塗料

（９節　つや有合成樹脂エマルションペイント塗り(ＥＰ－Ｇ)）

（８節　耐候性塗料塗り(ＤＰ)）

　　(表7.8.1～3)

　　(7.8.2～4)

10．耐候性塗料塗り

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

部位 等級、種別

工程

上塗り塗料

工程

上塗り塗料

・1級(ふっ素)　・2級(ｼﾘｺﾝ)　・3級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ)

・1級(ふっ素)　・2級(ｼﾘｺﾝ)　・3級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ)

・A-1種(ふっ素)　・A-2種(ふっ素)　・B-1種(ｼﾘｺﾝ)

・B-2種(ｼﾘｺﾝ)　・C-1種(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ)　・C-2(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ)
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特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺

R7.11
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）

一級建築士　　第　243939号

協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

工 事 名 称

工 事 場 所

工 事 概 要

外　 部　 仕　 上　 表

部　 　 位

下地劣化部補修

下地劣化部補修
高圧洗浄及びカチオンフィラーＣ－２下地調整の上

高圧洗浄及びカチオンフィラーＣ－２下地調整の上

環境配慮型サステナブル高耐久性外壁用塗料仕上

玄関　庇　屋根

玄関　庇　鼻先

玄関　庇　軒天

外壁　①

外壁　②

笠木　③

笠木　④ モルタル金鏝仕上

面落ち壁　⑤

面落ち壁　⑥

コンクリート打放シ下地  吹付タイル

コンクリート打放シ下地  吹付タイル

下地劣化部補修

既存ノママ

既存ノママ

既存ノママ

コンクリート下地  磁器タイル張（45二丁掛）

コンクリート下地  磁器タイル張（45二丁掛）

コンクリート下地  磁器タイル張（45二丁掛）

外部メンテ通路　　　軒天

２階メンテ通路　　　床

３階バルコニー

２階メンテ通路　　　軒天

３階バルコニー

３階メンテ通路

３階メンテ通路
床

軒天

コンクリート打放シ下地  リシン吹付

コンクリート打放シ下地  リシン吹付

コンクリート打放シ下地  リシン吹付

防水モルタル金鏝仕上

防水モルタル金鏝仕上

３階バルコニー手摺　笠木 モルタル金鏝仕上

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

換気フード

打継目地

化粧目地

竪樋 撤去

竪樋（玄関） ステンレス製 60X30HL　ステンレス受け金物

ステンレス製 曲げ加工 W2000XD600XH450　

屋外階段 床

屋外階段 手摺壁（内・外部）

屋外階段 手摺笠木 モルタル金鏝仕上

コンクリート打放シ下地  吹付タイル

防水モルタル金鏝仕上 段鼻：磁器質タイル 下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

屋外階段 手摺 ステンレス製 40φ　HL 既存ノママ

撤去

撤去

撤去

水洗い清掃（高圧洗浄10～15MPa）

高圧洗浄及びカチオンフィラーＣ－２下地調整の上

環境配慮型サステナブル高耐久性外壁用塗料仕上

清掃

カラーＶＰ100φ・50φ　ステンレス受け金物

高圧洗浄及びカチオンフィラーＣ－２仕上

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

高圧洗浄及びカチオンフィラーＣ－２仕上

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

高圧洗浄及びカチオンフィラーＣ－２仕上

環境配慮型サステナブル高耐久性外壁用塗料仕上

高圧洗浄及び下地調整の上　ウレタン塗膜防水　X-2工法

高圧洗浄及び下地調整の上　ウレタン塗膜防水　X-2工法

清掃

カラーＶＰ100φ　ステンレス受け金物

カラーＶＰ50φ　ステンレス受け金物

高圧洗浄及び下地調整の上　ウレタン塗膜防水　X-2工法

高圧洗浄及び下地調整の上　ウレタン塗膜防水　X-2工法　防滑仕上

A1---NO SCALE

A3---NO SCALE

既存ノママ

既存ノママ

劣化部注入工法又はタイル張替

劣化部注入工法又はタイル張替

劣化部注入工法又はタイル張替

　設計協力事務所（電気・機械）

改　 　 　 修　 　 　 前 改　 　 　 修　 　 　 後 備 考

ケレン及び下地調整の上ＤＰ塗装

ケレン及び下地調整の上ＤＰ塗装

中性洗剤 洗浄 

タイル剥落防止剤塗布

中性洗剤 洗浄

タイル剥落防止剤塗布

中性洗剤 洗浄

タイル剥落防止剤塗布

公社会館外壁改修工事

久留米市役所

昭和通り

医
大
通
り

至JR久留米駅

至
久

留
米

大
学

病
院

中央町支店

筑邦銀行

ﾏﾝｼｮﾝ

公社会館

改修建物

市役所西

池街川

市民会館前

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ

付近見取図 Ｎ

〒839-0865

福岡県久留米市新合川２丁目４番７号

久留米市中央町23-16

更新

更新

更新

更新

付近見取図･工事概要･外部改修仕上表

PS-2　W20

PS-2　W20

PS-2　W20

PS-2　W20

Ａ－06

－

目地シーリング打換　MS-2 W20

周囲シーリング打替 PS-2 W15

高圧洗浄及び下地調整の上　ウレタン塗膜防水　X-2工法　防滑仕上

　　　　　　　　　　　　　ウレタン塗膜防水　X-2工法(ﾒﾝﾃ通路)

高圧洗浄及び下地調整の上　ウレタン塗膜防水　X-2工法

丸型ベンドキャップ アルミ製　100φ,150φ,200φ ステンレス製　100φ,150φ,200φ 周囲シーリングMS-2W10

カラーステンレス　ｔ0.35　瓦棒葺

カラーアルミ　PL1.0　加工

カラーアルミスパンドレル

工　事　概　要 特　記　事　項

■　外壁改修工事

下地について
・本建物は,吹付材下地調整材にに石綿を含有している(建材レベル３)

施工手順

・アスベスト含有部位の施工に先立ち,試験施工を実施し,集じん装置付き工具
  の集じん性能を確認する
　作業場所の総繊維濃度が0.15本/cm3(作業環境の石綿管理濃度)を下回ることを
　大気濃度測定により確認すること 

■　左官工事（吹付け工事）

・下地調整塗材はｶﾁｵﾝ系ﾌｨﾗｰ(C-2)とする

■　防水改修工事

・改修後の保証は10年以上とする
・下地面のケレン及び清掃は,高圧洗浄10～15Mpaとする
・下向きの削孔は,集塵機付ﾄﾞﾘﾙで行うこと

■　タイル工事

全面水洗い(10～15Mpa)→マーキング→下地劣化部補修→下地調整(C-2)→塗装

【外壁タイル剥落防止剤塗布】(ﾀﾞｲﾌﾚｯｸｽ ｴﾊﾞｰｶﾞｰﾄﾞSG-3同等工法)

参考仕様

1

2

3

4

5

6

7

8

工程

窄孔

ﾀﾞﾌﾞﾙﾛｯｸｱﾝｶｰﾀﾞｲﾚｸﾄ

EGﾌﾟﾗｲﾏｰT

ｴﾊﾞｰｶﾞｰﾄﾞSG

ｴﾊﾞｰｶﾞｰﾄﾞSG

ｴﾊﾞｰｶﾞｰﾄﾞSG

EGﾄｯﾌﾟSG

EGﾄｯﾌﾟSG

工程

4本/㎡

－

使用量

0.12kg/㎡

0.3kg/㎡

0.3kg/㎡

0.3kg/㎡

0.1kg/㎡

0.1kg/㎡

・中性洗剤による洗浄を行うこと
・タイル浮き(0.5㎡以上) → ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
・タイル欠損部及びタイルひび割れ(0.2mm以上)→既存同等タイル張替え

■ 施工工程検査

　保証内容:タイル剥落,塗布施工面の漏水
・保証(10年)

:アスベスト含有を示す
 (下地調整材に含有)

下記内容について工程毎に監理者検査を実施すること

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有部位の施工環境測定(試験施工:総繊維濃度0.15本/m3)
・劣化部マーキング検査及び劣化部補修完了検査

・タイル面のｱﾝｶｰﾋﾟﾝ引抜検査

※ 施工前にｱﾝｶｰﾋﾟﾝの引抜検査を行い1,470N/本以上の引抜耐力を確認すること
(試験方法はﾒｰｶｰ施工基準による)

・外部足場解体前検査

福岡県久留米市中央町

公社会館外壁改修工事

外壁改修工事: 外壁下地補修, タイル張補修, 塗装塗替え

上記に伴う電気設備工事･機械設備工事

その他改修: 竪樋撤去･更新, 玄関庇･外部階段踊場裏塗装塗替え, 屋外階段段鼻ノ ンスリッ プ取付

防水改修工事: バルコニー･屋外階段等塗膜防水, 目地･建具廻りシーリング打替え
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特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺
A1---1/100

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号 A3---1/200
協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社
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18,000 1,275

9,000 9,000

4,500 600 3,900 3,675 2,325 3,000

5,100 900 3,350 2,150 2,600 900

２階 平面図  S=1/100

１

２

２

４

４
４

４ ４

３ ３

３

記号

１

２

３

カラーステンレスｔ0.35 瓦棒葺

防水モルタル金鏝仕上

防水モルタル金鏝仕上

モルタル金鏝仕上４

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

既存ノママ 水洗い清掃 高圧洗浄（10～15MPa）

高圧洗浄及び下地調整の上

高圧洗浄及び下地調整の上

高圧洗浄及び下地調整の上

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

防滑仕上

改　修　後改　修　前

合同会社 髙松企画設備設計

　設計協力事務所（電気・機械）

STD
1

視覚障害者誘導用ｼｰﾄ新設

視覚障害者誘導用ﾀｲﾙ新設

C
B
部

分
の

み
高

圧
洗

浄

CB部分のみ高圧洗浄

CB部分のみ高圧洗浄

C
B
部

分
の

み
高

圧
洗

浄

公社会館外壁改修工事

配置図兼１階平面図  S=1/100

配置図兼１階平面図,２階平面図

道路境界線

市道

隣
地
境

界
線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

一方通行

Ｎ

特記事項

９.　受注者事務所の設置場所は施設管理者と協議の上決定する事。

 　　汚損,破損が発生した場合は，監督員に報告し承認を受けて原形復旧する事。
７.　工事資材搬入ﾙｰﾄ及び工事車両通行部分の既存構造物は適宜養生を行う事。

10.　日々の作業終了後は，清掃片付けを行い火災等に十分注意する事。

11.　危険物等は工事現場に保管せず，持ち帰る事。

１.  施設利用と並行しての工事となる事に十分配慮する事。
２.　作業時間は施設管理者と協議・了承の上,決定する事。

３.　工事中は第３者災害（一般利用者･施設関係者等）に十分注意し作業を行う事。
４.　交通誘導員は施設利用者,周辺交通の安全に配慮して適宜配置する事。

５.　工事用仮設の設置,施設運営に係る作業工程等は施設管理者と協議・了承のうえ決定する事。

８.　工事関係者の車輌は敷地内を利用出来るが,台数,駐車場所は協議する事。

６.　敷地内への工事車両の進入,資材搬出入は一般利用者･施設関係者を優先し適宜安全対策を講じる事。

a

a

c

c

e

d

a

工事搬出入動線

b

c

受注者事務所･作業員休憩所

仮設便所 ﾕﾆｯﾄ 大便器1,小便器1,手洗い

ﾕﾆｯﾄﾊｳｽ 10㎡程度

凡例

参考(任意)

適宜配置

d

e 交通誘導員 (5人以上)

工事用表示板 1,100×1,400程度
工事用表示板 1,100×1,400程度(ｱｽﾍﾞｽﾄ用) 

外部足場 手摺先行くさび緊結足場
建地枠900
安全手摺

養生ｼｰﾄ ﾒｯｼｭｼｰﾄ(防炎Ⅱ類)

Ａ－07
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仮囲い  ｸﾞﾘｰﾝﾌｪﾝｽ W1.8 H1.2 m 転倒防止共

撤去･張替え



特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺
A1---1/100

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号 A3---1/200
協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

18,000

9,000 9,000

1,895

295 1,600

8,810 5,440 3,750

18,000

9,000 9,000

8,810 5,440 3,750

26
,0

00
2,

47
5

6,
50

0
6,

50
0

6,
50

0
6,

50
0

32
5

26
,0

00

6,
50

0
6,

50
0

6,
50

0
6,

50
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

ＥＬＶ

UP

5,
87

5

DN

ホール

2,
50

0
3,

70
0

DN

2,
98

5
2,

24
0

70
0

34
0

13
,0

00
1,

57
5

PS

女子トイレ

男子トイレ

UP

DN

ホール

倉庫

音楽室

フィットネスルーム

湯沸室
廊下

PS

S
P

DS

DS

DS DS

DS

男子
シャワー室

シャワー室
女子

女子ロッカー室

男子ロッカー室

SK

4,
90

0
1,

60
0

3,
25

0
3,

25
0

DN

屋上スペース

ファン室

26
,0

00
2,

47
5

6,
50

0
6,

50
0

6,
50

0
6,

50
0

26
,0

00

6,
50

0
6,

50
0

6,
50

0
6,

50
0

空調屋外機基礎
キュービクル基礎

EPS立上

屋根

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

AW

AW

AW

AW

AW

AW
6

6

AW
6

AW

AWAW AD
1

AD
1

2

16

1
ACW

AD
1

14

14A

18 18

AD
2

1
AG

X1 X2 X3

18,000 1,275

9,000 9,000

5,350 4,000 2,450 3,200 3,000

4,500 2,150 2,700 875 2,325

18,000

9,000 9,000

X1 X2 X3

３階 平面図  S=1/100 Ｒ階 平面図  S=1/100

３

３

３３

２

２

４

４

４

４

４

４

４

４

３ ３

３

２

２

２

合同会社 髙松企画設備設計
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公社会館外壁改修工事
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建具記号

ACW-1

STD-1 3.140　X　2.560

3.140　X　8.100

AD-1 0.900　X　2.560
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AG-1 0.500　X　0.800
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建具サイズ 建具記号 数量建具サイズ

AW-1

AW-2

AW-3

AW-4

AW-5

AW-6

AW-7

0.800　X　1.600

5.240　X　1.600
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建具記号 数量建具サイズ
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カラーステンレスｔ0.35 瓦棒葺

防水モルタル金鏝仕上

防水モルタル金鏝仕上

モルタル金鏝仕上４

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

既存ノママ 水洗い清掃 高圧洗浄（10～15MPa）

高圧洗浄及び下地調整の上

高圧洗浄及び下地調整の上

高圧洗浄及び下地調整の上

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

防滑仕上

改　修　後改　修　前

※窓廻りシーリング打替え PS-2 W15
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特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺
A1---1/100

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号 A3---1/200
協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

南面 立面図  S=1/100 東面 立面図  S=1/100

改　修　前改　修　後 改　修　後記号
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化粧目地

スチールフェンス　H＝2.000

改　修　前記号
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磁器タイル張（二丁掛）

打放シの上吹付タイル

笠木：タイル張

笠木：モルタル仕上

開口を示す。

打継目地

面落ち壁：タイル張

面落ち壁：吹付タイル
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北面　立面図  S=1/100
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100φ

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

撤去

撤去

撤去

撤去

既設のママ

環境配慮型サステナブル高耐久性外壁用塗料仕上

高圧洗浄及び下地調整の上　ウレタン塗膜防水　X-2工法

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰＣ－２下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰＣ－２下地調整の上 環境配慮型サステナブル高耐久性外壁用塗料仕上

既設のママ

既設のママ

50φ

　設計協力事務所（電気・機械）

10

10

中性洗剤 洗浄 タイル剥落防止剤塗布

中性洗剤 洗浄 タイル剥落防止剤塗布

中性洗剤 洗浄 タイル剥落防止剤塗布

ケレン及び下地調整の上ＤＰ塗装

更新

更新

更新

更新

公社会館外壁改修工事

立面図(改修前･改修後)

PS-2 W20 打替

PS-2 W20 打替え

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

対象外

Ａ－09

換気フード：ステンレス製　曲げ加工　W2000XD600XH450 換気フード：ステンレス製　曲げ加工

目地シーリング打換　MS-2 W20

200φ 200φ 200φ 200φ

200φ

200φ 200φ

ベンドキャップ(特記以外は150φ) ベンドキャップ(特記以外は150φ) 周囲シーリングMS-2 W110

竪樋：カラーＶＰ100φ･50φ カラーＶＰ100φ・50φ　ステンレス受け金物

カラーアルミ



特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号

＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊

木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）　設計協力事務所（構造・電気・機械）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号

協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社 久留米市開発公社会館外壁改修工事

A1---NO SCALE

A3---NO SCALE
建具表

7A H 1 ｽﾍﾞﾘ出し窓 600 600 70

A-10



特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺 A1---1/100

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号 A3---1/200
協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社
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コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シリシン吹付

ケイカル板ｔ6.0ＶＰ塗装

Ｆ

Ｇ

カラーアルミ板  PL1.0 曲げ加工

コンクリート下地磁器質タイル張（ 45二丁掛） 劣化部注入工法又はタイル張替

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

既存ノママ

既存ノママ

既存ノママ

中性洗剤 洗浄

高圧洗浄及びカチオンフィラーＣ－２下地調整の上

高圧洗浄及びカチオンフィラーＣ－２下地調整の上

ケレン及び下地調整の上ＤＰ塗装

ケレン及び下地調整の上ＤＰ塗装 目地シーリング打換　MS-2

記号 改　修　前 改　修　後
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　設計協力事務所（電気・機械）

ケレン及び下地調整の上ＤＰ塗装

公社会館外壁改修工事

目地シーリング打換　MS-2

下地調整(RB種 )の上ＥＰ-Ｇ塗装

カラーアルミスパンドレル

カラーアルミ PL1.5 曲げ加工

１階 天井伏図  S=1/100 ３階 天井伏図  S=1/100２階 天井伏図  S=1/100

１･２･３階　天井伏図 A-11
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特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号

協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

A1---1/30

A3---1/60

矩計図  S=1/30
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磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛
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磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

モルタル金鏝仕上

モルタル金鏝仕上
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防水モルタル金鏝仕上
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防水モルタル金鏝仕上

防水モルタル金鏝仕上

モルタル金鏝仕上

コンクリート打放シリシン吹付

コンクリート打放シリシン吹付

コンクリート打放シリシン吹付

コンクリート打放シリシン吹付

コンクリート打放シリシン吹付

コンクリート打放シリシン吹付

コンクリート打放シリシン吹付

コンクリート打放シリシン吹付

コンクリート打放シリシン吹付

カーテンウォール

カラーアルミPL1.0

カラーステンレスｔ0.35
瓦棒葺

カラーアルミスパンドレル張

ステンレス樋 60X30HL

磁器質タイル張

ｶﾗｰVP-50φ

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

コンクリート打放シ吹付タイル

　---ポリサルファイド系シーリング　撤去

防水モルタル金鏝仕上

撤去

カラーアルミPL1.5

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替
劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

既存ノママ

既存ノママ

既存ノママ

既存ノママ

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

劣化部注入工法又はﾀｲﾙ張替

既存ノママ

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修
下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

下地劣化部補修

　設計協力事務所（電気・機械）

公社会館外壁改修工事

改修前 矩計図

工事範囲

工事範囲
工事範囲

工事範囲工事範囲
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特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号

協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

A1---1/30

A3---1/60

矩計図  S=1/30

1,295

1,895

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

磁器質タイル50二丁掛

カーテンウォール

磁器質タイル張

ｶﾗｰVP-50φ

磁器質タイル50二丁掛

既設のママ
中性洗剤洗浄

ケレン及び下地調整の上ＤＰ塗装

水洗い清掃

ケレン及び下地調整
ＤＰ塗装

ケレン及び下地調整の上ＤＰ塗装

清掃

既設のママ
中性洗剤洗浄

高圧洗浄（10～15MPa）

高圧洗浄（10～15MPa）

中性洗剤洗浄

中性洗剤洗浄

中性洗剤洗浄

中性洗剤洗浄

磁器質タイル50二丁掛
既設のママ

中性洗剤洗浄

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

既設のママ

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上
高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

高圧洗浄及びｶﾁｵﾝﾌｨﾗｰC-2下地調整の上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

環境配慮型ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ高耐久性外壁用塗料仕上

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

外装薄塗材Ｅ（砂壁状）吹付

防滑仕上

高圧洗浄及び下地調整の上

高圧洗浄及び下地調整の上

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

高圧洗浄及び下地調整の上
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法
高圧洗浄及び下地調整の上

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法
高圧洗浄及び下地調整の上

高圧洗浄及び下地調整の上
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

高圧洗浄及び下地調整の上
高圧洗浄及び下地調整の上

高圧洗浄及び下地調整の上

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法
高圧洗浄及び下地調整の上

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

高圧洗浄及び下地調整の上
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

高圧洗浄及び下地調整の上
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

高圧洗浄及び下地調整の上

高圧洗浄及び下地調整の上

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

新設

合同会社 髙松企画設備設計

　設計協力事務所（電気・機械）

公社会館外壁改修工事

改修後 矩計図

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布

既設のママ(劣化部補修)

既設のママ(劣化部補修)

既設のママ(劣化部補修)

既設のママ(劣化部補修)

既設のママ(劣化部補修)

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布
中性洗剤洗浄

磁器質タイル50二丁掛
既設のママ(劣化部補修)

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布
中性洗剤洗浄

磁器質タイル50二丁掛
既設のママ(劣化部補修)

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布
中性洗剤洗浄

磁器質タイル50二丁掛
既設のママ(劣化部補修)

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布
中性洗剤洗浄

磁器質タイル50二丁掛
既設のママ(劣化部補修)

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布
中性洗剤洗浄

磁器質タイル50二丁掛
既設のママ(劣化部補修)

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布
中性洗剤洗浄

磁器質タイル50二丁掛
既設のママ(劣化部補修)

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布
中性洗剤洗浄

磁器質タイル50二丁掛
既設のママ(劣化部補修)

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布
中性洗剤洗浄

ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布

中性洗剤洗浄
ﾀｲﾙ剥落防止剤塗布

　---ポリサルファイド系シーリング PS-2　更新

工事範囲

工事範囲

工事範囲工事範囲

工事範囲
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特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺

R7.11福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号

協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

A1---1/30

A3---1/60
改修前 屋外階段　断面詳細図
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モルタル金鏝仕上
下地劣化部補修

コンクリート打放シ吹付タイル
下地劣化部補修

コンクリート打放シ吹付タイル
下地劣化部補修

コンクリート打放シ吹付タイル
下地劣化部補修

防水モルタル金鏝仕上
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特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺 A1---1/100

R8.02福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号 A3---1/200
協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

合同会社 髙松企画設備設計
　設計協力事務所（電気・機械）

２階 平面図  S=1/100

SP-1×4

SP-2

SP-2

SP-2

SP-2

部屋名称 姿図符号

階　　段 SP-2×1

部屋名称 姿図符号

階　　段 SP-2×1

部屋名称 姿図符号

外　灯 SP-2×2

[浮かし･再取付]
ｺﾝｾﾝﾄ盤(樹脂製)
H=450･H=400･D=200×2
SS250×250×200(V-WP)×2
HIVE28
[撤去･再取付]
支持材(ﾀﾞｸﾀｰ)×23個
[撤去･処分]
樹脂製ｻﾄﾞﾙ×4(28)
[新設]
SUS製ｻﾄﾞﾙ×4(28)
［そのまま］
積算電力計

SS250×250×200-V-WP

積算電力計

ｺﾝｾﾝﾄ盤

SS250×250×200-V-WP

ｺﾝｾﾝﾄ盤

SP-2
SP-2

本工事施工において既存施設に破損、汚損が生じた場合請負者の負担において速やかに原形復旧する。

外部に使用する部材・支持金具は、ＳＵＳ製とする

１，

特 記 事 項 （ 電 気 設 備 ）

３，

５，

７，

２，

４，工事の進行に必要な官公庁への手続きは、請負者で速やかに行う。

本工事着工に先立ち施工図，納入仕様書等を提出し、監督職員の承諾後、着工する。

６，工事完成書類は、監督職員の指示により提出する。

本工事に使用する機材等は、メ－カ－リストの他同等品以上とし監督職員の承諾を受ける。

本工事に必要な工事用電力、官公庁への諸申請手続きなどの費用は、すべて請負者の負担とする。

工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方建築設備編」による。

工事施工の際は、安全対策に十分留意し、災害及び事故の防止に努める事。

８，

９，

本工事施工において発生した、全ての廃棄物は産業廃棄物処理（マニュフェストシステム）による事。

１０，

再使用機器 取りはずし再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定後、機能及び状態を確認の上取付ける。
絶縁抵抗 改修にかかわる電路については、施工前に絶縁抵抗を測定し監督員に報告する。

ＥＭ電線 貫通部分の配線は、金属管などにて保護する。
ＥＭ電線の使用　（・　無　・　有　）

残土処理 ・改良土プラント持込　　・構内敷均し　　・構内指定場所へたい積

Ⅱ．　工　事　仕　様
１．共　通　仕　様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事
標準仕様書及び公共建築設備工事標準図による（いずれも令和４年版電気設備工事編）

又、施工に関しては電気設備工事監理指針（令和４年版）による。
アスベスト成形板の処理は、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年年度版」及び
「久留米市アスベスト（石綿）等除去改修工事共通仕様書）」に基づき
適切に処理を行うと共に　ノンアスベスト製品を使用すること。

住宅工事は公共住宅建設工事共通仕様書による（令和４年度版）

産業廃棄物処理業者へ委託する場合は、マニフェストシステムによる。

　処分条件　　　　　　　　　　　　　　　　　

建設副産物の処理については、再資源化に努めるとともに、「再生資源の利用の促進に関する法律」「廃棄物の処理及び清掃

要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。
また、工事に際しては、工事着手時に「産業廃棄物処理計画書」、工事竣工時に「産業廃棄物処理報告書」を提出すること

別 目分　 　品　 処　　　分　　　条　　　件　　　等
・が　　れ　　き　　類
　（コンクリート塊、　

アスファルト）
・中間処理場へ搬出

・廃プラスチック

・ガラス、陶磁器くず　
・金　　属　　く　　ず

・廃　Ｐ　Ｃ　Ｂ　等
「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正処理の推進に関する
特別措置法」に従い、届け出をし保管できるように
施設管理者に引き渡す。

に関する法律」「建築工事に依る資材の再資源等に関する法律」、その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進

・樹木

(撤去・処分）
　ﾌﾞﾗｹｯﾄFDL24W×2
　埋込ｽｲｯﾁ3W15A-WP
（新設）
　SP-2×2
　埋込ｽｲｯﾁ3W15A-WP

(撤去・処分）
　ﾌﾞﾗｹｯﾄFDL24W×2
　埋込ｽｲｯﾁ4W15A-WP
（新設）
　SP-2×2
　埋込ｽｲｯﾁ4W15A-WP

4WP

防湿形

ＳＰ－１ ＳＰ－２ＬＲＳ１ＲＰ－１３

拡散タイプ、防雨型、ネジ方式ブラケット　３０形丸形蛍光灯
１灯器具相当

ＬＥＤフラットランプφ２０５　クラス１２００　１灯（口金ＧＸ５３－１ａ）

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
アルミダイカスト（オフブラック）、カバー：アクリル（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）
Ｗ＝２８０　Ｈ＝２８０　出しろ１１５

器具光束９２０ｌｍ、消費電力１０．７Ｗ

公社会館外壁改修工事

電気設備 １階･２階 平面図 E-01

１階 平面図  S=1/100
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特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺 A1---1/100

R8.02福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号 A3---1/200
協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

合同会社 髙松企画設備設計
　設計協力事務所（電気・機械）

３階 平面図  S=1/100 Ｒ階 平面図  S=1/100

公社会館外壁改修工事

電気設備 ３階･Ｒ階 平面図 E-02

SP-2

部屋名称 姿図符号

階　　段 SP-2×1

部屋名称 姿図符号

庇 SP-2×4

（撤去・処分）
　　FL20W-1WP×4
（新設）
　　SP-2×4

(撤去・処分）
　ﾌﾞﾗｹｯﾄFDL24W×１
　埋込ｽｲｯﾁ4W15A-WP
（新設）
　SP-2×1
　埋込ｽｲｯﾁ4W15A-WP

(撤去・処分）
　ﾌﾞﾗｹｯﾄFDL24W×１
　埋込ｽｲｯﾁ4W15A-WP
（新設）
　SP-2×1
　埋込ｽｲｯﾁ4W15A-WP

4WP 3WP
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西面 立面図  S=1/100

南面 立面図  S=1/100 東面 立面図  S=1/100

北面　立面図  S=1/100

100φ（通気）

[浮かし・再取付］
コンセント盤（樹脂製）
H=450・H=400・D=200×２
SS250×250×200(V-WP)×２
HIVE28
［撤去・再取付］
支持材（ダクター）×23個
［撤去・処分］
樹脂製サドル×４(28)
［新設］
SUS製サドル×４（28)

SP-2
SP-2

SP-2

SP-2

SP-2

SP-2

[浮かし･再取付]
埋込ｽｲｯﾁ防水3W15A×2
埋込ｽｲｯﾁ防水4W15A×1

［撤去・更新］
防水形照明FDL27W×3
［更新］
SP-2×3

200φ 200φ 200φ 200φ

200φ

１階

2階

3階

改修前 改修後

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ200φ
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ200φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φ
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）200φ
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φ
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）200φ

７

5
１
2
4

１階

2階

3階

改修前 改修後

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φ 2

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φ

2

2

１階

2階

3階

改修前 改修後

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ200φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φ
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）200φ

6

200φ 200φ

ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）150φﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ150φ 4
ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(SUS製）100φﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ100φ 1

2
8

SP-2

特記事項

　図面名称

　工事名称

 図面番号

 設計年月日

 縮尺 A1---1/100

福岡県久留米市新合川２丁目４番７号
Kazu建築設計内 TEL＆FAX：0942-43-6532

久留米建築設計協会 一級建築士事務所協同
組合

１級建築士事務所　福岡県知事登録　第　1-60206号

保坂　賢吾 一級建築士　　第　243939号 木村　昭文

本村　和也

一級建築士　　第　341265号

　担当（建築）

　担当（建築）

　設計事務所（建築）
〒839-0865

一級建築士　　第　243939号 A3---1/200
協同組合　久留米建築設計協会

一般財団法人　久留米市開発公社

合同会社 髙松企画設備設計
　設計協力事務所（電気・機械）

公社会館長寿命化保全計画 R8.02

E-03
M-01電気設備･機械設備 立面図


